
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

エネルギー起源CO2排出削減技術評価・検証事業のうち
既存インフラを活用した再エネ普及加速化事業（一部国土交通省連携事業）

事業イメージ

委託事業

① 既存のダム及び砂防堰堤等を活用した水力発電量の拡大を図る。

② 既存の鉄道架線の活用、道路等への電線新設等により、系統制約の克服を図る。

ダム等の既存インフラの活用等により、再生可能エネルギーの普及拡大を加速化します。

【令和２年度要求額 200百万円（200百万円）】

民間事業者・団体

平成30年度～令和２年度

環境省 大臣官房 総合政策課 環境研究技術室 電話：03-5521-8239

■委託先

温室効果ガス排出量の削減目標達成に不可欠な再生可能エネルギーについて
は、更なる普及拡大を図る必要があるが、適地や系統の制約により導入が進ま
ない状況が見込まれる。他方で、既存のダム、鉄道、道路等を新たな視点で捉
え、最大限普及拡大や系統制約を克服するための本格的な検討は行われていな
いため、本事業では下記の検討・検証を行い、再生可能エネルギーを普及拡大
する方策を確立することを目指す。

【ダム】

• 水力発電が現行では整備されていないダムについて、事業化検討等を実施。

• ダムの運用見直し、ビッグデータ等の活用による発電ポテンシャル向上手法
等について、検討・検証を実施。

【鉄道架線等の既存インフラ】

• 既存の鉄道架線の活用、道路等への電線新設等により、系統制約を克服し、
ダム等を有効活用するための方策について、検討・検証を実施。

特記事項

周
辺
状
況

※4
取水施設の有無 既設道路の有無

堆砂状況

流
量
諸
元

流域面積 計画洪水流量

近傍の流量観測所名

※3

堰堤
地点
流量

豊水流量 平水流量

低水流量 渇水流量

堰提写真

魚道の有無

※2
流木捕捉工の有無 元河床勾配

天端幅

型式

構造 基礎

経度

施
設
諸
元

完成年度 改築完了年度

施設種別

構
造
諸
元

堤高

有効高 堤長

町・村名

河川名 渓流名

県名 ※1
位置
座標

緯度

郡・市名

位
置

整備局名 事務所名 位置図

水系・山系名 幹川名

小水力発電候補地点調査票（様式1） 整理番号 施設名 調書更新年月日

[砂防堰堤に関する情報][小水力発電ポテンシャルマップ]

≪砂防堰堤の発電ポテンシャル調査≫

≪既存の鉄道架線の活用、道路等への
電線新設等により、ダム等を有効活用
するための系統制約克服を図る検証≫

電力の
需要地

≪既存のダム等への水力発電設備の設置≫

≪運用見直し等による発電ポテンシャル向上≫


